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This paper describes how to prepare the manuscript and how to submit it to the Editorial Board for Technical Research Report of Earthquake Research Institute. The author should try to explain easily, showing the example so that any person can understand.
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（ここからが本文になります）
はじめに

本報告では，原稿の書き方について述べる．

注意点

原稿は図1に示すように，1行40文字，1頁36行で構成し，頁の余白は左右端3.0cm，上端3.5cm，下端3.0cmとすること．また，左余白には行番号を，下余白には頁番号をそれぞれ挿入すること．

まとめ

締切りは守らないといけない．
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（本文はここまでです）
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図の説明

図1	原稿の書式と余白
図2	臨時観測点における測定結果
図3	伊豆半島地域の観測点．○は定点観測点，●は臨時観測点を示す．
図4	観測値の年変化．aは定点観測点について，bは臨時観測点について．

表の説明

表1	観測点の月別平均気温と最高・最低気温
表2	定点観測点における測定結果
表3	臨時観測点における測定値と過去に得られた値との比較



（図・表は本文と同じファイルに掲載する必要はありませんが，
ここでは便宜上同一ファイルとしてあります）原　稿
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図1．原稿の書式と余白

刷り上がり寸法は横幅8cmを希望
カラー印刷希望
（刷り上がり時の寸法を指定する場合やカラー印刷を希望する場合は，
その旨を記入してください）
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図2．臨時観測点における測定結果

刷り上がり寸法は横幅17cmを希望
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	観測点名
	平均気温(℃)
	最高気温(℃)
	最低気温(℃)

	A
	5
	10
	0

	B
	10
	15
	5

	C
	15
	20
	10

	D
	20
	25
	15



表1．観測点の月別平均気温と最高・最低気温

刷り上がり寸法は横幅14cmを希望

（表は，Word形式，Excel形式での提出が可能です．ただし画像として扱うため，フォント・行間の調整は行われません．掲載可能な状態に編集したうえで提出してください）
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